
史
記
索
隠

に
お
け
る
劉
佑
荘
一
史
記
一
音
義
一
の
投
影
に
つ
い
て

の
山
中
川
賢
館
一
場
士
劉
伯
続
の
}
に
つ
い
て
は
、
病

@
索
除
序
@
正
義
序
な
ど
に
そ
の
名
が
み
え
、
従
来
、
「
索
稔
一

…
義
ん
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、
更
に
は
劉
宋
の
袈
胞
の
「
集

解
」
と
「
索
捻
」
@
一
一
辻
義
」
と
の
靭
桃
川
の
役
目
を
は
た
す
も
の
と
し

て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
者
は
早
く
伏
し
て
倖
わ
ら
ず
、
今
日

僅
か
に
一
:
索
総

γ
一
色
正
義
い
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
そ
の
一
端

を
窺
い
う
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
る
に
、
こ
の
位
、
わ
が
閣
に
残

存
す
る
史
認
古
紗
本
・
十
日
板
本
φ

市
川
ん
ぷ
抄
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
全
く
新
し
い
伐
文
可
八
十
五
艇
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

を
機
に
、
今
一
位
、
劉
他
府
史
記
一
背
義
の
史
記
注
粋
史
上
に
お
け
る

位
践
を
明
確
な
も
の
に
す
る
た
め
、
特
に
ぺ
索
段
一
と
の
関
係
に
つ

い

て

み

よ

う

と

す

る

の

が

、

本

橋

の

目

的

針

伯

妊

の

に

劉

約

舵

院

の

も

の

と

、

九

ハ

の

…

，

と

の

繍

係

を

考
え
る
に
先
ぃ
仏
っ
て
、
立
、
創
的
抗
注
の
佼
文
の
吋
内
容
・
な
摺
γ
減
し

て
み
る
と
概
ね
次
の
如
く
で
あ
る
r

木
一
京
捻
引

ω技
ハ
字
異
文
に
関
す
る
も
の

z
:
5
宇

一
切
一
日
間
に
関
す
る
も
の
J

J

・
-
:
:
:
:
:
:
・
:
約
印
字

付
制
又
は
鯖
壊
な
詩
句
の
霞
き
換
え
・
・
・
・
・
・
約
お
捺

川
刊
誌
匂
の
解
濃
い
に
開
閉
す
る
も
の
・••••••••• 

，
・
約
初
線

的
地
理
に
開
閉
す
る
も
の
:
:
:
;
:
:
'
約
加
篠

付
文
章
の
解
棒
に
関
す
る
も
の
s
.

，
••• 

，
 

•••• 

・
約
日
後

川W
解
設
的
な
も
の
:
;
:
:
・
・
:
・
約
日
後

日
明
集
解
に
一
任
す
る
も
の
:
・
:

:

:

:

:

3

捺
五

正
義
引

?
z
、J
由
民

5 6 8 12 12 5 6 
候僚候篠僚候字

新
輯
伏
文

約
印
字

ん
サ
ザ
ハ
U
7
一

'
M
引
か
け

od寸

片
叶
J

丈
d
ーに
K

G
引か

4
u
w

h
リ
ザ
ハ

U
~
r
t

P
V
引
か
円
。
，
w符

九
叶

J
n
u
h
h
k

'v.ル
ー
ム
応
W

わ
リ
山

whb~

-F

、網"“ノ』
e
A
2局
U
ド

九ソ

5
一三

'
V
引
叩
円
ノ
H

ル
俳
ル

2
保{
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川
け
ま〔
洛
混
竹
節
〕
(
夏
本
紀
)

引
f
{
M
H
+
'
ナ
ム
ミ
々
J

怠

H
U
F
F
4明
日

ZAμ
立
ル
オ
E
K
1
2
グ
ー
が
リ
符
即
断

の
如
く
、
都
伯
妊
木
と
の
文
字
の
を
枝
記
し
た
も
の
が
大
部
分

で
、
劉
伯
絞
が
文
学
の
閉
共
同
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
を
引
用
す
る
の



の

如

〈

、

一

品

開

解

を

施

す

も

の

で

、

の

か

ら

、

解
に
よ
っ
て
怠
味
を
も
何
時
に
示
そ
う
と
す
る
も
の
ま
で
郡
ん
べ

るの
λ
y午
i
h

f
t
ぃ、，
L
Y

(
孫
子
呉
越
列
博
〉

劉
伯
抗
日
、
批
橋
脚
取
也
、
尤
総
敵
也

の
如
く
、
「
茶
茶
也
i

…
・
ぺ
英
機
某
也
い
の
形
に
よ
っ
て
れ
る
も

の
で
、
古
く
設
す
へ
@
爾
雅
・
に
み
ら
れ
る
最
も
街
節
な
附

注
形
態
で
あ
る
。

付
は

(
活
路
薬
棒
列
一
博
〉

劉
伯
抗
日
、
拒
屑
調
一
項
侭
一
一
緒
竪
也

の
如
く
詩
句
を
解
得
し
た
も
の
で
、
こ
の
中
に
は
、
か
な
っ
都
伯
紅

特
有
の
設
が
入
っ
て
い
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ωw
は

(
由
起
主
的
別
列
一
得
〉

の
如
き
も
の
で
、
地
理
志
や
括
地
志
な
ど
の
記
述
と
は
大
い
に
異

γ
心
。

、、U
ッ
之

、両
E

刊
行
ゴ

ア
に
、
=

l
i
y
v
d
4
5
 

く
解
探
し
た
も
の
ひ

パ
M
リ
干
h

f
z
s
‘、，，
t
t{
'
京
小
打
点
潟
、

人
迩
所
室
、
無
不
思
者
、
功
議
五
帝
、

安
其
宇
〕
ハ
泰
始
皇
本
紀
〉

制
例
的
証
日
、
夏
・
一
一
一
字
、
皆
本
音
即
興
字
字
相
叶

の
如
ノ
¥
そ
の
例
所
に
特
'
有
な
事
情
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

お
の
表
に
よ
っ
て
み
る
に
、
索
除
所
引
の
も
の
、
正
義
一
所
引
の
も

の
、
新
総
一
保
文
の
い
づ
れ
も
が
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
殆
ん
ど
軌
を

一
に
し
て
お
り
、
恐
ら
く
は
、
劉
伯
読
史
記
一
広
忠
義
の
原
型
も
、
そ
の

内
容
の
比
率
に
お
い
て
は
、
こ
れ
と
大
差
な
い
も
の
と
み
て
差
支
え

な

か

ろ

れ

7
9
3

北
治
大
変
、
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の

う

ち

、

の

関

係

を

考

え

れ
ば
小
な
ら
な
い
の
は
、
一
つ
は
、
上
表
的
に
示

に
注
す
る
も
の
と
い
う
一
篠
で
あ
る
。
私
は
、
司
一
潟

一
を
特
色
づ
け
る
一
つ
に
、
袈
騎
の
「
築
解
」
を
批
判
、

し
、
更
に
こ
れ
を
表
章
せ
ん
と
す
る
姿
勢
が
綴
著
で
あ
る
こ
と

汗
る
の
で
ら
み
る
、
か
、
こ
の
一
集
解
一
に
注
す
る
と
い
う
意
識

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
三
孔
頴
達
ら
の
一
五
経
正
義
」
な
ど
と
い
っ

で
エ
な
い
と
忠
わ
れ
る

s
i

点
、
す
で
に
劉
佑
荘
注

ら
日
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
史
認
の
洋
一
様
史

な
}
」
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

の
注
解
の
中
に
あ
っ
て
、
上
表
に
あ
げ
た

J
Gザ
L

、

考
え
る
上
か

ム
ゲ
7

一
つ
は



付

、

川

の

如

き

、

夜

解

が

、

て

い

る

と

い

う
こ
と
で
あ
る
。

ωの
文
字
の
異
問
、
何
の
り
の
説
解
、
併

の
語
句
の
解
糖
、
似
の
地
理
設
等
"
に
関
し
て
は
、
先
行
す
る
徐
底
、

袈
縮
、
郷
誕
生
ら
の
注
家
が
等
し
く
取
り
扱
っ
た
酷
で
あ
る
が
、
一
村

の
文
章
の
解
様
、
的
の
解
}
設
な
ど
の
注
解
は
、
癒
の
「
演
隠
了
{
正

義
い
(
特
に
索
陰
に
お
い
て
綴
著
で
あ
る
〉
を
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
、

注
解
上
の
重
要
な
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
劉

伯
廷
の
注
解
の
中
に
、
か
く
の
如
き
注
解
が
、
か
な
り
多
数
み
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
索
陰
〈
或
は
正
義
)
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
、

更
に
は
葉
除
(
或
は
正
義
V

に
輿
え
た
劉
伯
話
注
の
影
響
合
一
考
え
る

上
か
ら
も
、
住
民
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
附
注
形
態
、
或
は
問
題
意
識
の
閣
か
ら
、
索
擦
に
お
け
る

劉
伯
荘
設
の
投
影
を
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
司
馬
点
は

兵
般
的
に
は
如
何
な
る
務
勢
で
劉
伯
証
一
庄
の
ぞ
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

渦吋

司
馬
貞
が
中
に
お
い
て
、
劉
伯
賂
注
と
明
示
し
て
そ
の

訟
を
引
用
す
る
も
の
は
、
上
表
に
示
し
た
如
く
、
凡
そ
一
百
九
十
篠

で
あ
る
。
こ
の
放
は
、
強
守
節
が
「
正
義
」
に
引
用
す
る
劉
伯
荘
注

四
十
八
僚
と
比
較
す
る
と
き
、
司
馬
貞
が
可
成
り
積
磁
的
に
劉
伯
症

注
に
潟
混
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
想
僚
に
難
く
な
い
。
い
ま
、

こ
の
一
百
九
十
僚
を
、
使
史
上
、

ω
w
m《
宇
異
文
に
隠
す
る
も
の
、

ωw

に
関
す
る
も
の
、
付
品
一
械
に
関
す
る
も
の
に
大
別
し
て
、
そ
の
各
々

二
お
い
て
、
司
馬
貞
が
劉
伯
在
住
る
を
引
用
十
る
と
き
の
姿
勢
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
c

的
一
同
点
打
字
異
文
二
関
す
る
も
の

間
一
(
字
・
異
文
二
関
し
て
片
品
説
伯
荘
注
を
ひ
い
た
り
、
或
は
約
一
伯
荘

本
と
の
'
佼
記
を
記
す
索
儀
注
は
、
僅
か
数
篠
に
遜
ぎ
な
い
。
こ
の
数

は
、
索
捻
が
徐
康
異
文
を
引
く
も
の
(
約
六
十
僚
)
、
郷
誕
生
異
文

を
引
く
も
の
(
約
百
十
燦
)
に
比
べ
て
も
は
る
か
に
少
な
い
も
の
で

あ
る
。
徐
演
@
郷
誕
生
等
に
比
し
て
、
他
の
面
で
は
最
も
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
白
考
え
ら
れ
る
劉
伯
荘
注
も
、
毘
(
字
・
異
文
に
関

し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
少
な
い
引
用
度
し
か
示
さ
な
い
の
は
、
一
つ

に
立
、
劉
伯
妊
自
身
が
、
車
(
字
・
呉
文
に
関
す
る
注
解
を
姥
さ
な
か

っ
た
こ
と
、
二
つ
乙
辻
、
時
代
的
に
も
、
近
接
す
る
劉
伯
荘
、
司
馬
貞

一
問
者
が
依
接
し
た
テ
キ
久
ト
が
極
め
て
近
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
、
も
の
で
あ
り
、
更
に
一
一
一
一
向
う
な
ら
ば
、
司
馬
貞
は
は
テ
キ

ス
ト
の
笛
に
お
い
て
、
劉
伯
荘
の
史
記
一
音
義
本
を
踏
襲
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

伸
一
再
開
に
関
す
る
も
の

次
に
、
劉
伯
駐
の
一
諸
問
注
に
射
し
て
、
一
司
馬
貞
が
如
何
な
る
姿
勢
を

示
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
司
馬
貞
岳
身
「
~
北
於
徐
、

・
都
音
別
旦
(
怠
〈
」
(
前
序
〉
二
、
一
mm
乃
毘
縮
、
義
刻
夏
時
j

一
(
後
序
〉
と

一
一
一
一
口
っ
て
い
る
如
く
、
徐
炭
・
郷
誕
生
の
一
昔
注
よ
り
も
、
更
に
備
っ
た

も
の
と
し
て
、
可
成
ワ
高
い
-
評
債
を
輿
え
て
い
る
。
今
、
紫
総
誌
に

引
用
す
る
一
つ
い
て
み
る
に
、
劉
伯
悲
の
脅
を
谷
定
す
る
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か
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社(篠

と
る

3

ヅ
/
h
q
s
z
w
i
庁
V
J

日

J
4
3
L
プ
/

こ

と

は

、

の

小

限

に

お

い

て

も

、

大

い

に

傘
議
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
の
ま
た
、
一
別
問
注
を
引
く
個
所

こ
っ
、
て
主
、
ー
ザ
ア
ロ
す
〉
在
卒
£
仁
之
子
こ
詩
「
る
も
〉

:ι
へ
部
み
J

t
Jャ
L
-
J
f

ド
H
H
J
A
I
ペ
イ
ト
叩
日
正
日
ベ

J
m
T月
ナ
r
h
3
r
i
n
n
-
G
言、

υ
カ
寸
/

~

i

で
あ
る
の
こ
れ
は
、
徐
燦
・
制
御
誕
生
の
脅
か
f

引
く
場
合
と
同
一
で
あ

る
が
、
徐
州
問
や
郷
誕
生
の
一
端
的
を
引
く
場
台
は
、
殆
ん
ど
が
位
家
の
注

と
掛
比
さ
せ
て
引
用
し
て
い
る
の
に
到
し
、
制
剣
鈎
荘
の
場
合
は
間
十
獄

で
こ
れ
た
引
用
す
る
の
が
二
十
八
学
の
多
き
を
数
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
劉
伯
荘
一
地
問
に
訴
す
る
一
可
馬
い
は
の
傾
斜
が
、
前
二
者
に
比
し
て
激

し
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

村
義
に
関
す
る
も
の

次
に
索
憾
に
引
く
劉
伯
疫
の

J
荻
υ

に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
c

こ
こ
で
よ
設
υ

と
い
う
の
は
、
前
表
の
付
か
ら
村
、

す
な
わ
ち
、
訓
や
簡
単
な
詩
句
の
難
き
換
え
か
ら
、
解
説
的
な
も
の

ま
で
全
て
を
含
め
て
い
う
の
で
あ
り
、
索
総
は
凡
そ
一
百
一
十
畿
の

劉
佑
殺
注
を
引
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
部
分
は
、
部
伯
涯
を

そ
の
ま
ま
閥
単
溺
引
用
し
て
史
文
の
理
解
に
あ
て
て
い
る
(
約
七
十
篠
)

の
で
あ
り
、
他
と
封
立
さ
せ
て
引
用
し
た
り
(
(
十
数
篠
)
、
劉
伯
荘
注

を
補
設
し
た
り
(
一
候
〉
す
る
も
の
は
、
僅
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

音
注
の
場
合
と
閉
じ
く
、
徐
演
や
繋
糖
、
詑
を
引
用
す
る
と
き
に
は
、

逆
に
こ
の
後
者
の
殆
ん
ど
で
あ
っ
た
の
と
、
著
し
く
異
る
と

こ
の
こ
と
は
、
鈴
成
。
の
注
解
に
針
し
て
は
、

ほ
h

と
し
て
こ
れ
に
樹
、
そ
れ
ら
を
補
設
・
表

υ

的
議
定
ケ
一
持
ー
し
て
い
た
の
に
針
し
、
到
伯
一
舵
件
…
に

て
は
、
一
郎
、
γ

へ
き
も
の
は
殺
税
約
に
と
っ
入
れ
て
自
設
と
す

る
と
い
う
、
向
…
時
限
に
お
い
て
こ
れ
を
扱
お
う
と
す
る
司
馬
貞
の

姿
勢
が
窺
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
つ
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

索
躍
注
に
お
け
る
劉
的
経
注
の
影
響
の
大
な
る
こ
と
を
想
像
せ
し
め

る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
わ
が
協
に
残
存
す
る
古
鈴
本
・
古
板
本

・
史
記
抄
等
の
書
入
れ
に
み
ら
れ
る
新
し
い
劉
伯
挺
注
の
伏
文
(
索

段
@
正
義
所
引
の
劉
他
殺
、
症
と
重
複
し
な
い
全
く
新
し
い
も
の
)
と

該
所
の
索
除
法
と
を
比
絞
す
る
と
き
、
索
憶
注
に
お
け
る
劉
伯
旋
注

の
投
影
が
、
擬
め
て
明
瞭
な
形
で
寅
寵
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
演
を
改
め
て
'
考
察
し
て
み
よ
う
っ

的一

段
に
表
示
し
た
如
く
、
わ
が
閣
に
停
わ
る
史
記
古
紗
本
・
古
板
本

及
び
史
記
抄
な
ど
の
書
入
れ
中
に
残
存
す
る
例
制
伯
校
史
記
一
再
開
義
の
伏

文
は
、
百
八
十
絵
捺
を
数
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
伏
文
と
該
所
の
索
隠

注
と
を
比
較
す
る
と
き
、
稿
者
の
簡
に
麓
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
っ
そ
れ
は
、
或
は
絞
記
さ
れ
た
劉
伯
底
本

と
問
中
索
器
本
と
が
一
致
し
た
わ
ノ
、
劉
伯
妊
の
一
昔
注
と
全
く
同
じ
一
音
が

索
一
路
憶
に
附
さ
れ
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
三
軍
慰
一
に
輿
え
た
劉
伯
荘
注
の
影
響
を
最
も
明
瞭
な
形

で
示
し
て
く
れ
る
μ

義
μ

に
間
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
煎
注
を
比
絞
し

ニJ
乃
で
J
m
u
ザ
ハ
V

い

ふ

る

れ

d
Q
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て
み
た
い
つ

ま
ず
、
新
瞬
伐
文
…
百
八
十
徐
後
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
付
義
μ

に

開
閉
す
る
も
の
は
一
百
五
十
僚
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
該
所
の
索
捻
注
1
乙

、
•• 

、2.

、
•• 

、，i

、，、‘，、，、、、‘，、.、•• 

、.、•• 

、‘、.領、•• 

、、

比
較
す
る
と
き
、
そ
の
う
ち
、
約
四
十
後
に
の
ぼ
る
多
数
が
、
索
際

、
，
、
.
、
，
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
、
、
‘
、
，
、
，
、
、
，

注
と
綴
め
て
密
接
な
繍
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
‘
、
・
、
‘
、

、
、
，
、
、
、
，
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、

ご
の
案
提
は
、
索
除
が
H

劉
伯
龍
一
声
μ

と
明
示
し
て
そ
の
設
を
引

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

用
す
る
一
百
九
十
後
以
外
の
部
分
、
す
な
わ
ち
、
司
馬
貞
の
注
解
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

考
え
ら
れ
て
い
る
部
分
に
お
い
て
も
、
劉
伯
庇
注
を
別
問
酌
す
る
こ
と

、.、‘、.，、春、，、.、.、.、‘、‘、•• 

の
多
い
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
、
索
絵
往
に
お
け
る
劉
伯
荘
注

の
投
影
の
姿
を
み
る
上
に
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
今
、
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
つ
向
そ
の
際
、
該
所

の
「
正
義
し
を
も
問
時
に
あ
げ
て
、
司
馬
貞
の
「
索
捻
」
、
が
、
で
正
一

義
」
に
比
し
て
、
如
何
に
劉
伯
妊
注
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
比

較
考
嫁
す
る
驚
と
し
た
い
っ
(
向
、
索
隠
と
の
章
一
後
を
…
蹴
っ
て
合
刻

時
に
州
削
除
さ
れ
た
正
義
伏
文
に
引
用
す
る
劉
他
荘
注
も
考
察
の
封
門
家

と
な
り
得
る
の
で
同
時
に
例
示
す
る
〉

ω
判
例
乃
…
全
は
簡
単
な
一
部
句
の
解
線
に
閥
、
す
る
も
の

次
の
如
く
、
例
制
注
と
紫
除
注
と
が
全
く
同
じ
も
の
か
ら
、
索
隠
は

劉
注
を
更
に
詳
説
し
た
よ
う
な
も
の
ま
で
徐
々
で
あ
る
が
、
特
に
該

所
の
一
正
義
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
索
絵
に
は
刊
ら
か
の

で
刻
殺
の
投
影
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
ひ

門
中
火
山
内
磯
入
中
期
邪
気
砕
突
)
(
揺
鵠
念
公
列
傍
)

劉
注
:
僻
獄
毅
也

索
陰
:
辞
強
豪
也

正
義
(
佼
文
〉
:
辞
、
ニ
一
一
口
悪
風
也
、
劉
伯
荘
一
去
、
辞
論
家
也
、

恐
非
武
ハ
理
也

〔
吹
丙
〕
〈
蘇
秦
列
停
)

例
制
注
:
丙
誇
繋
扇
之
綬

索
隠
:
丙
一
音
如
字
、
謂
繋
楯
之
綬

こ
の
個
所
、
正
義
注
な
し

〔
批
患
折
難
〕
(
花
雌
察
調
停
列
惇
〉

例
制
注
:
批
一
音
白
結
反
、
語
習
撃
部
却

索
犠
:
批
督
自
結
反
、
又
一
音
盤
難
反
、
批
患
誇
附
阜
市
却
之

こ
の
個
所
、
正
義
注
な
し

〔
間
利
鼻
豆
罵
〕
ハ
活
躍
茶
捧
列
惇
)

劉
注
:
拒
属
、
誇
項
低
馬
竪
也
、
ハ
按
劉
氏
本
主
作
担
)

索
陰
:
五
層
、
詔
一
局
豆
於
項
也
、
議
項
低
而
一
局
態
、

正
義
・
一
勝
或
作
局
、
一
一
一
一
同
属
高
、
ハ
按
正
義
本
一
屑
作
一
一
府
〉

工
慾
於
姦
間
之
態
)
(
花
雄
一
祭
津
列
倖
〉

劉
注
:
態
猶
話
心
也

捻
:
態
調
姦
間
諮
詐
之
志
也

こ
の
個
所
、
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C々γ
心
。

仙

W

叶
の
解
幣
及
び
解
説
的
な
も
の

前
項
に
お
い
て
は
、
司
馬
点
が
「
制
い
と
こ
と
わ
る
ま
で

も
な
い
…
般
性
を
も
っ
た
も
の
も
い
く
ら
か
含
ま
れ
て
い
る
と
忠
わ

れ
る
が
、
本
項
に
例
示
す
る
次
の
如
、
さ
も
の
は
、
明
ら
か
に
劉
伯
絞

汁
伐
を
制
酌
し
て
成
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
く
の
如
、
き
例

が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
紫
腕
総
注
に
輿
え
た
劉
伯
旋

設
の
影
響
の
大
な
る
こ
と
を
援
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ω
劉
伯
庶
注
と
紫
総
汁
伐
と
が
殆
ん
ど
同
じ
も
の

〔
今
王
使
盛
橋
守
事
於
韓
、
路
構
以
北
〈
地
入
秦
〕
(
春
申
君
列
侍
〉

劉
注
:
秦
使
盛
橋
守
事
於
韓
、
亦
ト
如
楚
使
刀
ね
滑
於
越
也
、
設
内

索
隠
:
按
秦
使
盛
橋
守
事
於
斡
、
亦
如
楚
使
沼
滑
於
越
然
、
設

内
行
意
義
之
難

こ
の
個
所
、
正
義
注
な
し

民
験
奮
戦
者
)
(
張
儀
列
停
〉

劉
注
:
賞
獄
、
以
南
手
捧
出
産
入
敵
、
一
一
一
一
口
其
勇
也
(
侠
文
正
義

引
)

索
総
:
葉
額
、
誇
部
手
捧
際
而
直
入
徹
、
一
育
英
勇
也

〔
貌
関
之
襲
楚
至
郡
〕
(
屈
原
資
生
列
停
〉

:
m
m
在
漢
水
之
北
、
設
邸
内
佐
伯
域
也

:
按
北
部
在
漢
水
之
北
、
故
部
侯
域
也

'
故
郡
城
在
域
州
安
養
路
東
北
二
一
塁

こ
の
よ
う
に
劉
注
と
索
憶
が
殆
ん
ど
向
じ
例
は
右
の
外
に
も
二
例

あ
る
むω
謀
本
的
に
は
劉
注
に
依
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
敷
桁
さ
せ
て
い

る
と
忠
わ
れ
る
も
の

〔
枇
以
飽
焦
筋
無
従
娘
一
間
死
者
、
皆
非
也
〕
(
魯
仲
連
郷
陽
列
停
)

劉
注
:
一
…
一
一
円
社
ハ
不
寛
容
故
由
一
取
死
、
如
此
ヰ
一
一
口
者
非
是
也

紫
隠
:
役
人
見
飽
焦
之
死
、
皆
以
第
不
能
自
寛
容
市
取
死
、
此

一一一一口非也

こ
の
個
所
、
正
義
な
し

〔
衆
人
不
知
郎
箆
…
身
〕
(
魯
仲
連
郷
隊
列
停
〉

劉
注
:
党
ハ
聡
居
濁
代
市
遊
之
、
非
第
一
身
也

索
隠
:
一
一
一
一
向
衆
人
不
識
飽
焦
之
意
、
焦
以
恥
居
潟
世
市
遊
之
、
非

是
自
第
一
身
布
一
愛
死
、
事
見
荘
子

正
義
:
按
魯
仲
連
留
越
市
不
去
者
、
非
潟
一
身

[
亡
意
亦
揖
燕
奔
世
、
東
投
於
湾
〕
(
魯
仲
連
郷
楊
列
俸
〉

劉
注
:
品
一
一
口
若
無
還
意
、
須
向
一
湾
也

索
騒
:
一
一
一
一
口
若
一
必
無
還
意
、
別
損
燕
市
東
投
於
湾
乎

正
義
:
若
不
結
納
税
…
失
意
、
一
帯
木
其
忠
良
之
名
、
東
滋
一
殉
慰
也

な
お
、
こ
の
よ
う
な
例
は
、
右
の
ほ
か
六
例
を
数
え
る
。

ω
制
剣
υ

侶
荘
注
を
簡
単
に
し
た
り
、
少
し
く
改
易
し
た
と
忠
わ
れ

る
J
6
3

の
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(
貨
殖
列
停
〉

劉
、
在
庫
徴
求
也
、
此
慮
段
、
求
彼
貴
慮
一
一
員
之
、
此
庭
葉
、
求
彼



〔
列
侯
武
城
侯
王
離
一
声
々
、
倫
侯
建
成
侯
越
亥
〕
〈
秦
始
由
民
本
'
紀
)

劉
注
:
列
、
封
土
也
、
倫
、
類
也
、
積
功
労
食
封
色
、
誇
之
列

侯
也
、
位
有
封
名
市
無
念
口
調
J
/一
倫
侯

:

倫

侯

、

解

卑

於

列

侯

、

倫

、

類

也

、

亦
列

こ
の
個
所
、
正
義
注
な
し

こ
の
よ
う
な
例
は
、
外
に
も
一
一
…
例
あ
る
、

以
上
、
い
く
つ
か
の
出
か
ら
、
索
絡
が
側

部
分
に
お
い
て
も
、
州
制
注
を
制
的
す
る
こ
仁

と
を
、
新
絡
し
た
劉
伯
謀
史
必
…
昨
義
の
佼
文
と
、

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
該
所
の

注
を
も
参
照
す
る
と
き
、
一
般
明
確
な
も
の
に
な
る
と
忠
う
。

わ
ち
、
ト
一
に
注
ぶ
し
た
如
く
、
該
所
に
正
義
注
が
な
い
も
の
が
多
い

こ
と
、
ま
た
、
た
と
え
そ
こ
に
正
義
注
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
特
に
、

注
搾
形
態
や
使
用
招
来
の
偏
に
お
い
て
、
索
躍
が
正
義
に
比
し
て
、

よ
り
例
制
的
政
注
に
近
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
っ

λ
U
J
 

以
上
、
や
や
繁
雑
に
な
っ
た
き
ら
い
は
あ
る
が
、
一
司
馬
点
の
つ
京

総
」
に
山
県
え
た
、
劉
伯
舵
の
史
記
一
討
議
…
の
影
響
を
考
察
し
た
の

で
あ
る
が
、
の
て
結
論
的
に
ち
一
日
え
る
こ
と
法
、

1
V
七
ば
い

る
も
の
が
あ
る
こ

の
特
色
と
考
え
ら
れ
る
一

に
文
義
の
解
簿
、
解
読
日
間

の
e

…
引
に
み
ら
九
'
る
c

。
一
が
劉
佑
在
沖
一
を
引
用
す
る
こ
百
九
十
篠
)
と
き

の
姿
、
徐
慶
・
袈
璃
・
都
誕
生
等
の
設
を
引
用
す
る
場
合
と
異

な
り
、
同
一
時
殺
に
お
い
て
劉
伯
荘
注
を
積
極
的
に
受
容
・
利
用
せ

ん
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
積
極
性
は
、
張
守
節
が
「
正
義
」
の

中
に
裂
注
を
引
用
す
る
も
の
四
十
八
僚
と
比
較
す
る
と
き
緩
め
て
端

的
な
形
で
究
設
さ
れ
う
る
。

一
何
事
一
、
が
劉
伯
荘
注
と
明
示
し
な
い
部
分
の
注
解
に
お
い

て
も
、
の
史
記
設
が
、
か
な
り
大
き
な
密
度
で
投
影
し
て
い

7
9
0
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U
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ニ
の
黙
は
、
{
索
態
」
中
に
占
一
め
る

他
誌
の
史
記
説
の
比
章
一
が
、
従
前
の
資
料
に
よ
っ
て
想
定
し
て
い

た
も
の
を
は
る
か
に
凌
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
笈
読
す
る
も
の
で
あ

り
、
て
そ
れ
は
、
史
記
注
様
史
上
に
お
け
る
劉
伯
妊
の
「
史
一
記

一
層
明
確
な
も
の
に
す
る
も
の
と
も
な
っ
う
る

(
大
泉
院
…
博
士
湘
綿
製
〉

「ノ
刀

ν

で
ふ
の
ヴ
バ
J
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